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潤
一
郎
「
魔
術
師
」
に
お
け
る
外
国
語
表
記
と
理
想
郷
の
表
現　

- - - -　

稲

垣

あ

や

か　

�

　

37

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
巻
子
装
袖
珍
写
本

　
　
　

―
近
世
愛
蔵
の
拡
が
り

―　
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -　

中

前

正

志　

�

　

61

谷
山
文
庫
所
蔵
和
歌
注
釈
書
『
に
は
た
づ
み
』
解
題
と
翻
刻　

- - - - - - - - - -　

大

谷

俊

太

赤

石

ひ

ろ

こ

� �

　

81

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
奥
浄
瑠
璃
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』

　
　
　

―
江
戸
六
段
本
依
拠
大
師
物
浄
瑠
璃
末
裔

―　
- - - - - - - - - - - - - - - - - -　

中

前

正

志　

�

　

121

目
　
　
次

目
　
　
次



143
　
　
　
『
国
文
論
藻
』
投
稿
規
定

一
、〔
投
稿
資
格
〕

　
　

①
京
都
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
大
学
院
担
当
教
員
。

　
　

②
京
都
女
子
大
学
大
学
院
（
国
文
学
専
攻
）
所
属
学
生
お
よ
び
大

学
院
を
修
了
・
退
学
し
た
者
。

　
　

③
上
記
以
外
の
者
で
、
編
集
委
員
会
の
認
め
た
者
。

二
、〔
刊
行
回
数
・
時
期
・
投
稿
の
締
め
切
り
〕

　
　

①
毎
年
一
回
。
三
月
に
刊
行
す
る
。

　
　

②
九
月
二
〇
日
を
投
稿
の
締
め
切
り
と
す
る
。

三
、〔
投
稿
の
枚
数
〕

　
　

①
400
字
詰
原
稿
用
紙
五
〇
枚
（
二
〇
、〇
〇
〇
字
）
を
目
安
と
す
る
。

　
　

②
完
成
原
稿
で
あ
る
こ
と
。

四
、〔
投
稿
に
際
し
て
の
注
意
事
項
〕

　
　

①
原
稿
並
び
に
コ
ピ
ー
一
部
の
合
計
二
部
を
提
出
す
る
こ
と
。

　
　

②
800
字
程
度
の
要
旨
二
部
を
添
え
る
こ
と
。

　
　

③
連
絡
先
の
住
所
、
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
を
記
し
た

別
紙
を
添
え
る
こ
と
。（
採
否
の
連
絡
・
校
正
原
稿
送
付
等
の

た
め
）

五
、〔
投
稿
先
〕

　
　

〒
605
─
8501　

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
35
番
地

　
　
　

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻

　
　
　
　
『
国
文
論
藻
』
編
集
委
員
会　

宛

六
、〔
投
稿
論
文
の
採
否
〕

投
稿
論
文
は
、
編
集
委
員
会
委
員
、
或
い
は
関
連
分
野
の
学
内
・

学
外
研
究
者
の
査
読
の
結
果
を
経
て
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
採

否
の
決
定
を
行
う
。

七
、〔
校
正
〕

校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、
校
正
段
階
に
お
け
る
大
幅
な
加
筆
・
修

正
は
認
め
な
い
。

八
、〔
本
誌
・
抜
き
刷
り
の
贈
呈
〕

掲
載
さ
れ
た
原
稿
の
執
筆
者
に
は
、
掲
載
誌
五
部
と
、
抜
き
刷
り

三
〇
部
を
進
呈
す
る
。

九
、〔
掲
載
論
文
の
著
作
権
及
び
電
子
媒
体
に
よ
る
公
開
〕

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
に
つ
い
て
は
著
作
権
の
複
製
権
・
公

衆
送
信
権
を
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科（
国
文
学
専
攻
）

及
び
京
都
女
子
大
学
に
許
諾
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
著
作
権

の
移
動
は
な
く
、
著
者
は
両
者
、
或
い
は
い
ず
れ
か
一
方
へ
の
許

諾
を
い
つ
で
も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
全
文
又
は
一
部
を
電
子
化
し
、
京

都
女
子
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
サ
ー
バ
或
い
は
そ
の
他
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
公
開
す
る
こ
と
が
あ
る
。

以
上
の
規
定
は
二
〇
一
二
年
七
月
四
日
の
編
集
委
員
会
に
お
け
る

申
し
合
わ
せ
に
よ
る
。
本
規
定
は
二
〇
一
二
年
度
よ
り
適
用
す
る
。

■　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■

　
　

二
〇
二
一
年
度
『
国
文
論
藻
』
編
集
委
員

　
　
　

大
谷　

俊
太
、
小
山　

順
子
、
坂
本　

信
道
、
田
上　
　

稔

　
　
　

中
島
和
歌
子
、
中
前　

正
志
、
峯
村
至
津
子



　
　　
　
第
二
十
一
号

　
　　
　
二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
）
三
月
一
五
日
発
行

編
　
　　
集
　
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　　
国
文
学
専
攻
（
博
士
後
期
課
程
）

発
　
　　
行
　
京
都
女
子
大
学

　
　
　
　　
　
〒
六
〇
五

│
八
五
〇
一

　
　
　
　
　　
京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

　
　
　
　
　　
電
話
　
〇
七
五
│
五
三
一
│
七
〇
五
一
（
代
表
）

印
刷
・
製
本
　
株
式
会
社
　昭
英
社

　
　
　
　
　
　〒
六
〇
〇
│
八
一
一
九

　
　
　
　
　
　京
都
市
下
京
区
五
条
通
河
原
町
西
入
ル

　
　
　
　
　
　電
話
　
〇
七
五
｜
三
五
一
│
一
八
一
一
（
代
表
）

「
国
文
論
藻
」
京
都
女
子
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
研
究
紀
要
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